























































































































または成長していくことをストレス関連成長（Stress Related Growth：SRG）とよぶ（Park, 









































































L. G. Calhoun & R. G. Tedeschi, 2006, Handbook of Posttraumatic Growth ─Research and Practice, Lawrence 
Erlbaum Associates.（宅香菜子，清水研監訳，『心的外傷後成長ハンドブック　耐えがたい体験が人の心にもた
らすもの』医学書院，2014）
付記
　谷先生の著作は，おそらく筆者より年長の，出版時の同時代に読んでいた様々な現場での実践
家にとっては，ひとつの道標であり，またバイブルのように感じられるものであったように思う。
筆者は一足もふた足も遅く谷先生の退職されたさらにその後に「ひとむれ」に出会っているのだ
が，筆者にとっても，臨床に必要なことが全て書かれているように感じられる書であった。しか
し，何度も読みながら二つの点が次第に気掛かりになった。ひとつは，谷先生の言葉を正しく読
んでいるのだろうか？ということであり，もう一つは，どのような経験と思索の過程で谷先生が
谷先生としての成熟を果たしていったのかということであった。書物からなにかを得ることより
も谷先生その人を知りたくなったのである。
　もとより，現場実践家が書物の中に単純に「正しい」答えを見付けたつもりになることは望ま
しくはないし，むしろそれぞれの読者が，一言半句の断片から自らの実践のヒントを見付けるな
ら，それで書物の役割は十分なのかもしれない。しかしそれ以上に，実践家である谷先生の生き
様の変容そのものを知ることができるなら，現場で生き，成長しようとする者に役立つように考
えた。今，テレビでは政権交代が決定したばかりのアメリカのオバマ大統領が，共和党への政権
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委譲を前に，アメリカは直線ではなくジグザグに進歩してきたのだ，と演説している。谷先生の
書物が，断片としての手本となるだけではなく，谷先生のジグザグそのものが手本になるのでは
あるまいか，と。
　そのための方法として，計量テキスト分析により，客観的で確実な足場を探しながら読む試み
を始めているが，文意よりも先に文章を切り刻むように扱う方法論は，谷先生も驚かれることだ
ろうし，また，これまで谷先生とともに生きた方々には不愉快で不自然なことと感じられるだろ
う。筆者としては意味的解釈による理解の誤謬を少なくすべく，できる限り形式的な分析を試み
た上で最後の段階で意味的理解と合成するならば，偏った理解を僅少にすることができると考え
た上での試みだが，このような理由あってのこととは言え，バイブルを切り刻むことの不快を感
じられる方には，この場を借りて，この行為をお詫びしておきたい。
 （ひさくら　たかゆき　札幌学院大学人文学部准教授　臨床心理学）
